
２０１２年８月 ９日 

木材業景況調査結果 
第３３５回（平成２４年７月分） 

迅速！簡潔！明快！ 
全国モニターで調査する 
唯一の全国版景況調査 
この調査は日本木青連のご協力を得て､ 
行っています 

(社)全国木材組合連合会 

全国木材協同組合連合会 
  

７月は、販売量、仕入量については、流通部門では前月より増加したが、製

造部門では前月と変わらなかった。また、販売価格については流通・製造部門

とも変わらなかったが、仕入価格については、流通部門では変わらず、製造部

門では下降した。 

８月は、販売量については、流通・製造部門とも変わらずの見通しである。

仕入量については、流通部門では変わらずの見通しであるが、製造部門では減

少の見通しである。また、販売価格、仕入価格については、流通・製造部門と

も変わらずの見通しである。 

３ヵ月後の相場予想については、米材、南洋材は流通・製造部門とも保ち合

い予想である。北洋材は、流通・製造部門とも弱含み予想である。国産材は、

流通部門では保ち合い予想であるが、製造部門では弱含み予想である。また、

建材は保ち合い予想である。 

流通部門における「乾燥材取引の頻度」については､「変わらず」の回答が多

いが、乾燥材の一定の取引は定着していると見られる。 

プレカット工場の操業状況は、前月に続き、やや回復が見られる。 

 

 

 



平成２４年７月分集計表 
（    ）内は実数                   
〔流通部門〕モニター数９４ 回答数５３ 回収率５６％     
当月の状況                           
販売量 増加３２％（１７） 変わらず５１％（２７）  減少１７％（ ９） 
仕入量  増加３０％（１６） 変わらず５１％（２７）  減少１９％（１０） 
販売価格 上昇 ２％（ １）  変わらず９２％（４９）  下降 ６％（ ３） 
仕入価格 上昇 ４％（ ２）  変わらず８３％（４４）  下降１３％（ ７） 
来月の見通し 
販売量 増加２１％（１１） 変わらず５８％（３１）  減少２１％（１１） 
仕入量  増加２１％（１１） 変わらず６０％（３２）  減少１９％（１０） 
販売価格 上昇 ４％（ ２）  変わらず９０％（４８）  下降 ６％（ ３） 
仕入価格 上昇１０％（ ５）  変わらず７８％（４１）  下降１２％（ ６） 
 
３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み 

米 材 ５％（ ２） ８６％（３８） ９％（ ４） 
南洋材 １０％（ ４） ７５％（３１） １５％（ ６） 
北洋材 １２％（ ５） ６６％（２７） ２２％（ ９） 
国産材 ９％（ ４） ７８％（３７） １３％（ ６） 
建 材 １２％（ ５） ７８％（３３） １０％（ ４） 

    
増加  変わらず   減少 乾燥材取引の 

頻度 １８％（ ９） ８０％（３９） ２％（ １） 
 
〔製造部門〕モニター数１１０ 回答数５６ 回収率５１％ 
当月の状況 
販売量 増加２７％（１５） 変わらず４４％（２４）  減少２９％（１６） 
仕入量  増加２９％（１６） 変わらず４２％（２３）  減少２９％（１６） 
販売価格 上昇 ２％（ １）  変わらず８３％（４５）  下降１５％（ ８） 
仕入価格 上昇 ７％（ ４）  変わらず６９％（３８）  下降２４％（１３） 
来月の見通し 
販売量 増加２０％（１１） 変わらず５５％（３０）  減少２５％（１４） 
仕入量  増加１３％（ ７） 変わらず５１％（２８）  減少３６％（２０） 
販売価格 上昇 ４％（ ２）  変わらず９６％（５１）  下降 ０％（ ０） 
仕入価格 上昇１３％（ ７）  変わらず８３％（４６）  下降 ４％（ ２） 
 
３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み 

米 材 ７％（ ２） ７８％（２１） １５％（ ４） 
南洋材 １５％（ ３） ８０％（１６） ５％（ １） 
北洋材 １０％（ ２） ６５％（１３） ２５％（ ５） 
国産材 １７％（ ８） ５０％（２３） ３３％（１５） 

プレカットの動向   
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 受注後、加工までの

待ち時間 ５７％（ ８） ３６％（ ５） ７％（ １） 


